
　平成19年４月、学校教育法の一部が改正され、「特別支援教育」
がスタートしました。
　子どもは、だれも一人一人が違っていて、それぞれに輝きをもっ
ています。その一方で、どの子にも苦手なことがあります。その中
で、特に支援が必要な子どもに対して、一人一人に合った特別な支
援を行おうというのが、特別支援教育の考え方です。
　碧南市の小中学校でも、一人一人に応じた適切な支援をするため
に、制度として様々なシステムがとられています。
　お子さんの発達が気になったとき、お子さんにあった教育的支援
を希望されるときには、担任はもちろんのこと、各小中学校におか
れている「特別支援教育コーディネーター」にご相談ください。
学校とご家庭が連携してお子さんの成長と共に歩んでいけることを
願っています。

 一人一人に応じた適切な支援を目指して
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《昨年度の即売会より》

第59号
碧南市特別支援教育推進活動委員会だより
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啓発活動部

さ さ え あ い 平成28年２月１日− 1− 第59号

　碧南市特別支援教育推進委員会では，児童・生徒が将来自立できるよう援助する活動を

計画し、推進しています。また，市民のみなさんに特別支援教育を一層理解していただけ

るよう、「ささえあい」を発行しています。今号は，特別支援教育推進活動委員会の行

事、生徒の様子、特別支援教育のコーディネーターを紹介します。

さ さ え あ い 平成28年２月１日− 2− 第59号

開会式
　子どもたちの大好きな「№１体操」で楽しく準
備体操をした後は、中学生のリーダーがずらりと
前に並んで結団式。赤組も白組も元気いっぱいの
大きな声を体育館に響かせました。

シュートして倒せ！
妖怪ウォッチとともに

　網をくぐったら、妖怪ウォッチの
キャラクターめがけて玉をシュート！
みごと命中して妖怪が倒れたら、赤
組はジバニャン、白組はウィスパー
にタッチしてゴール！マスコットも
中学生の手作りです。

パン食い競争

手を使わないで取れたかな？

閉会式・記念撮影のあとで・・・
　参加された保護者から、「今年は落ち着いて参加することができ、成長を感じました。」「開会宣言・感想発表・閉会
宣言をする中学生の姿に感動しました。」など、多くの感想をいただきました。競技だけでなく、事前の準備や係の仕事、
競技説明など、子どもたちが大活躍をした合同運動会。終了後、てきぱきと片付けや掃除をする中学生の笑顔が、とても
さわやかでした。

らぶ★ポケモンキャラまつり
　最後の競技は、プレゼントつき！中学
生のじゃんけんマンとじゃんけんをして
勝ったら、次はメダル釣り。釣ったメダ
ルのポケモンと同じお面をつけた校長先
生に「お願いします。」とメダルを見せ
ると、すてきなプレゼントが・・・。ち
ゃんと「ありがとうございました。」と
言えたかな？

親子玉投げ「玉投げ大好きがんばるニャン」
　１回戦（小学生・にじの学園の部）は赤組の勝ち、２回戦（中学
生・保護者・来賓の部）は白組の勝ち、そして、全員参加の最後の
勝負、３回戦は・・・？ほんのわずかな差で白組の勝ち！玉を数え
る声にも思わず力が入ってしまう名勝負となりました。

市内特別支援学級間の交流活動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10月７日㈬棚尾小学校体育館にて

特別支援学級の生徒の様子

　中央中学校では２学期に体育大会と文化祭が行われました。特別支援学級の生徒
も交流学級の生徒たちと力をあわせて応援合戦や合唱コンクールを頑張りました。
　応援合戦では難しい振りや隊形移動を一生懸命覚え、見事な演技を披露すること
ができました。３年生にとっては最後の体育大会です。去年はなかなか覚えられな
かったことも今年は自分たちですぐ覚えることができ、胸を張って堂々と演技する
姿にとても成長を感じました。
　合唱コンクールでは課題曲と自由曲の２曲を歌うので、朝も帰りも交流学級の練
習に参加しました。主旋律ではない男性パートを覚えるのはとても大変でしたが、
難しい音程もしっかり覚えることができました。本番では緊張しながらも、美しい
ハーモニーを奏でることができました。
　どちらの行事も精一杯力を発揮して、先輩としてすばらしい姿を後輩に見せることができました。

 笑顔いっぱい！　合同運動会

 最後の学校行事　	 ～中央中学校～

頑張った応援合戦！
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